
 

市
議
会
の
動
き

議
会
は
10
年
ぶ
り
に
補

正
予
算
の
提
案
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
補
正
予
算
が

組
ま
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、

議
会
が
２
月
定
例
会
で
承
認
し

た
２
０
１
２
年
度
当
初
予
算
に

対
し
て
、
新
た
な
予
算
承
認
を

必
要
と
し
な
い
、
つ
ま
り
「
何

も
付
け
加
え
る
事
業
は
な
い
」

と
い
う
市
側
の
意
思
表
示
と
も

い
え
ま
す
。

議
会
内
に
は
「
当
初
予
算
で

十
分
に
予
算
編
成
を
し
て
あ
れ

ば
、
本
来
、
６
月
議
会
は
補
正

予
算
が
な
い
の
が
当
然
」
と
い

う
市
長
擁
護
の
見
方
も
あ
れ
ば
、

「
補
正
予
算
が
な
い
と
い
う
の

は
、
市
政
運
営
が
低
調
な
あ
ら

わ
れ
」
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま

す
。
私
自
身
は
、
議
会
側
に
も

課
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

新
常
任
委
員
決
ま
る

任
委
員
会
の
新
委
員
が

決
ま
り
、
私
は
文
教
委

員
会
（
教
育
行
政
・
青
少
年
育

成
を
所
管
す
る
委
員
会
）
の
副

委
員
長
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。

新
人
２
年
目
か
ら
副
委
員
長

を
担
う
こ
と
は
広
島
市
議
会
で

は
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
も
ご
支
援
い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ま
の
お
力
添
え

の
お
か
げ
で
す
。

あ
ら
た
め
て
、
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

２
回
目
の
一
般
質
問

名
の
議
員
が
今
定
例
会

で
一
般
質
問
に
立
ち
、

私
も
１
年
ぶ
り
に
質
問
し
ま
し

た
。
一
般
質
問
は
「
読
み
上
げ
」

で
行
い
ま
す
。
「
一
問
一
答
」

の
委
員
会
等
で
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

な
質
問
や
答
弁
が
飛
び
交
う
の

に
対
し
、
本
会
議
で
の
一
般
質

問
は
「
予
定
調
和
」
に
見
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（
本
会
議

の
一
般
質
問
も
今
後
は
「
一
問

一
答
形
式
に
す
べ
き
」
と
私
は

考
え
ま
す
）
と
は
い
え
最
終
的

に
ど
う
い
う
質
問
を
す
る
か
は

フ
タ
を
開
け
て
み
な
い
と
わ
か

り
ま
せ
ん
。

（
ウ
ラ
面
に
続
く
）
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６
月
定
例
会
（
６
月
21
日
〜
７
月
３
日
）

開
催

危
険
運
転
の

根
絶
・
少
人
数
学
級
推
進
な
ど

６
意
見
書
案
を
可
決
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広島市議会議員（安佐北区）

今

常12

原発ゼロ社会
を目指して。
750万筆余の
署名が集まる。

私の事務所へも安佐北区

内外の皆さまから約2500筆

の「さようなら原発署名」をお寄せいただきました。ご協力、

本当にありがとうございます。

署名は呼びかけ人の大江健三郎さんたちから、野田首相や横

路衆議院議長らに手渡しされたとのことです。

市民活動でこれだけの署名数が集まったのは、市民の皆さま

の願いと意思の大きさと受け止めております。

政府は大飯原発の再稼働に踏み切りましたが、首相官邸前で2

0万人ともいわれる抗議行動が行われるなど、脱原発を望む声は

少しずつ拡大していると感じます。

皆さまのさらなるご支援をお願いいたします。



ま
た
、
答
弁
後
の
「
再
質
問
」

や
「
再
々
質
問
」
は
、
議
員
に

許
さ
れ
た
強
力
な
権
利
で
、
私

は
そ
れ
を
活
用
し
ま
し
た
。

脱
原
発
に
向
け

市
長
の
意
思
表
明
を

（
山
内
）
広
島
市
は
瀬
戸
内

海
を
共
有
す
る
愛
媛
県
に
伊
方

原
発
、
中
国
山
地
の
向
こ
う
に

は
島
根
原
発
が
あ
り
、
原
発
と

縁
が
な
い
自
治
体
で
は
な
い
。

国
の
方
針
決
定
を
待
つ
こ
と
な

く
、
脱
原
発
に
向
け
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
転
換
を
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
？

ま
た
、
広
島

市
民
の
安
全
と
く
ら
し
を
守
る

た
め
に
は
、
伊
方
・
島
根
原
発

の
再
稼
働
に
対
し
て
は
「
反
対
」
、

少
な
く
と
も
「
慎
重
」
な
姿
勢

を
示
す
で
き
で
は
な
い
か
？

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

（
答
弁
・
環
境
局
長
）

本
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

国
の
取
組
を
見
守
り
た
い
。
ま

た
、
伊
方
・
島
根
原
発
の
再
稼

働
に
つ
い
て
は
関
係
当
事
者
が

判
断
す
べ
き
こ
と
と
考
え
る
。

（
山
内
）
伊
方
・
島
根
原
発

に
事
故
が
あ
れ
ば
、
広
島
市
の

水
産
業
や
農
林
業
も
大
き
な
影

響
を
被
る
。
広
島
市
も
、
関
係

当
事
者
で
は
な
い
の
か
。

（
答
弁
・
環
境
局
長
）

関
係
当
事
者
は
、
国
や
原
発
が

立
地
し
て
い
る
自
治
体
と
認
識

し
て
い
る
。

生
活
交
通
確
保
の

支
援
充
実
を

（
山
内
）
乗
合
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
「
赤

字
額
の
２
分
の
１
ま
で
財
政
的

支
援
を
行
う
施
策
」
が
、
開
始

さ
れ
た
が
、
財
政
的
支
援
だ
け

で
な
く
、
人
的
な
サ
ポ
ー
ト
も

強
化
し
て
ほ
し
い
。

具
体
的
に
は
、
地
域
の
方
々

の
取
組
に
対
し
て
、
職
員
も
積

極
的
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
が
ど
う
か
。

（
答
弁
・
道
路
交
通
局
長
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
提
供
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な

ど
、
運
行
形
態
に
関
す
る
上
限

や
提
案
な
ど
、
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
と

被
害
者
救
済
を

（
山
内
）
本
市
で
は
２
０
０

５
年
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
推
進

本
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
副

市
長
は
じ
め
、
全
局
長
・
区
長

が
参
画
す
る
全
市
的
な
本
部
だ

が
、
２
０
１
０
年
12
月
を
最
後

に
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
は
終
結
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
今
後
も
こ
の

本
部
会
議
を
機
能
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

（
答
弁
・
環
境
局
長
）

現
在
は
課
題
に
応
じ
て
担
当
局

が
対
応
し
て
い
る
が
、
全
市
的

な
課
題
が
発
生
し
た
場
合
、
こ

の
対
策
推
進
本
部
会
議
で
対
応

す
る
。

（
山
内
）
「
石
綿
健
康
被
害
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紙面の都合上、質問および答弁は抜粋や加工がしてあります。 P2

若
い
世
代
が
夢
と
希
望
を
感
じ
る
広
島
市
を
め
ざ
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
起
業
家
支
援
な
ど
を
問
う

本
会
議
で
の
一
般
質
問

佐田岬の瀬戸内海側に位置する
愛媛県伊方原発

今定例会では、2度目の一般質問
に立ちました。

アスベスト被害者相談開催

山内事務所では毎週日曜日の夕方5時から7

時まで「なんでも市民相談」を開催しており、

アスベスト関係の相談も承っています。

石綿健康管理手帳の取得方法や医療機関の

ことなど、ご相談に応じています。

建設・工事現場での業務経験がある方は、

石綿健康管理手帳を取得できる可能性が十分

にあります。

この手帳を取得しておけば、健康診断が定

期的に無料で受けられるほか、万が一中皮腫

やじん肺等を発症した場合、労災認定が比較

的受けやすくなります。

お気軽にお問い合わせください。

TEL:082-843-1972 FAX：082-843-1986



医
療
手
帳
」
の
取
得
な
ど
、
被

害
者
救
済
の
充
実
を
３
月
の
予

算
特
別
委
員
会
で
求
め
た
が
、

そ
の
後
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が

打
た
れ
て
い
る
の
か
？

（
答
弁
・
健
康
福
祉
局
長
）

ま
ず
は
、
「
市
民
と
市
政
」
で

の
啓
発
を
予
定
し
て
い
る
。
そ

の
他
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
も
、

検
討
し
、
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
維
持
・

管
理
は
計
画
的
に

（
山
内
）
道
路
や
橋
、
公
民

館
な
ど
公
共
資
産
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
公
共
資
産
を
安
全

に
長
く
使
う
に
は
、
基
本
計
画

や
全
体
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
基
本
方
針
を
策
定
し
、
包
括

的
に
計
画
・
実
行
す
る
体
制
が

必
要
で
は
な
い
か
？

福
岡
市

や
川
崎
市
な
ど
ほ
か
の
自
治
体

は
す
で
に
実
行
計
画
ま
で
策
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

広
島
市
は
ま
だ
基
本
計
画
さ
え

策
定
し
て
い
な
い
。

（
答
弁
・
財
政
局
長
）

指
摘
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
他

都
市
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
調
査
・
検
討
し
て
い
く
。

広
島
発
、
次
世
代
の

起
業
家
輩
出
を

（
山
内
）
若
者
の
起
業
活
性

を
図
る
た
め
、
本
市
主
催
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を

充
実
す
べ
き
。

具
体
的
に
は
、
応
募
件
数
増

加
の
た
め
の
施
策
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
を
設
け
る
な

ど
、
受
賞
部
門
の
多
角
化
も
必

要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
？

（
答
弁
・
経
済
観
光
局
長
）

若
者
の
起
業
支
援
は
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市

の
施
策
と
し
て
は
、
ひ
ろ
し
ま

ベ
ン
チ
ャ
ー
助
成
金
制
度
な
ど

が
あ
る
が
、
指
摘
の
通
り
、
効

果
的
な
周
知
方
法
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
。

受
賞
部
門
の
多
角
化
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
協
議
す
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
の

研
修
の
充
実
を

（
山
内
）
有
害
鳥
獣
対
策
議

員
連
盟
の
視
察
で
白
木
町
井
原

山
根
地
区
と
島
根
県
美
郷
町
の

取
組
を
視
察
し
た
。
山
根
地
区

で
は
集
落
全
体
を
囲
む
防
除
柵

の
設
置
、
美
郷
町
で
は
、
有
害

鳥
獣
が
近
寄
り
に
く
い
畑
づ
く

り
、
な
ど
を
拝
見
し
た
。
こ
う

い
う
施
策
を
進
め
る
に
は
、
予

算
を
付
け
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、

地
域
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い

る
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

区
役
所
の
職
員
や
地
域
の
方
々

に
充
実
し
た
研
修
機
会
を
設
け

る
な
ど
、
人
材
育
成
も
必
要
と

考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
か
？

（
答
弁
・
農
政
課
長
）

集
落
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
や
鳥

獣
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

座
な
ど
の
人
材
養
成
講
座
を
新

た
に
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の

人
材
育
成
や
、
区
役
所
職
員
の

研
修
な
ど
を
進
め
て
い
く
。
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有害鳥獣対策議員連盟で白木町井
原山根地区の防除柵の取組を視察

議会傍聴に後援会の皆さんも参加い
ただきました。

常
任
委
員
会
で
の
発
言

2012年6月定例会の
主な可決事項

＜議員提出議案＞

○市議会議員報酬の特例に関する条例の

制定（議員報酬５％減額を定めるもの）

＜意見書案＞

○少人数学級の推進及び義務教育費国庫

負担制度拡充に係る意見書案（30人以下

学級の推進や義務教育費の国庫負担の増

額を国に求めるもの）

○原子爆弾被爆地域の拡大を求める意見

書案（黒い雨降雨地域全域を早急に第1種

健康診断特例区域に指定するよう国に求

めるもの）

○飲酒運転撲滅のための条例制定を求め

る意見書案（飲酒運転撲滅のための条例

制定を広島県に求めるもの）

○危険運転等根絶のための対策の強化を求め

る意見書案（薬物使用時の運転など危険運転

根絶のための対策強化を国に求めるもの）
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活
動
つ
れ
づ
れ

６
月
９
日
、
諸
木
川
の
ホ
タ
ル
観
賞

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
学
生
と
保
護
者
、
約
20
名
程
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

世
話
人
の
方
か
ら
事
前
に
「
川
沿

い
の
道
路
に
、
草
刈
を
し
た
草
が
山

積
み
で
放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど

け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
指
摘
を
う
け
、

区
役
所
に
対
応
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

草
が
あ
っ
て
も
歩
け
な
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
日
行
っ
て
み
る

と
、
暗
い
道
な
の
で
「
草
が
あ
る
と

や
は
り
危
な
い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

早
急
に
対
応
し
て
く
れ
た
区
役
所
の

方
に
感
謝
で
す
。
児
童
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
ホ
タ
ル
観
賞
を
す
る
の
を
見

て
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
は
５
０
０
の
卵
の
う
ち
４
〜

５
匹
し
か
、
羽
化
で
き
な
い
そ
う
で

す
。
ま
た
、
羽
化
し
て
も
10
日
程
度

で
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

自
然
は
時
に
脅
威
で
す
が
、
人
間

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

自
然
と
共
生
す
る
に
は
、
人
間
が
も

う
少
し
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

P4～市民相談は毎日受け付けています：お気軽に携帯090-7190-2611 までご連絡ください～

地
域
改
善
活
動
の

ひ
と
コ
マ

今
回
は
環
境
関
連
の
課
題
の
取

組
を
ご
報
告
し
ま
す
。

軌
道
敷
地
の
除
草
剤

近
年
は
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
の
た
め
か
、

線
路
の
保
線
も
草
刈
機
で
は
な

く
、
除
草
剤
を
ま
い
て
除
草
を

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

当
然
、
農
業
者
の
方
か
ら
「あ

の
除
草
剤
は
安
全
な
の
か
」と
指

摘
を
い
た
だ
き
、
JR
西
日
本
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
回
答
は
「グ
リ

ホ
ス
と
い
う
安
全
度
の
高
い
除

草
剤
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
し

た
。
と
は
い
え
、
草
が
根
っ
こ
ま

で
枯
れ
る
と
、
線
路
の
石（
バ
ラ

ス
ト
）が
隣
地
の
田
や
農
業
用
水

路
に
落
下
し
や
す
く
な
り
ま
す

し
、
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
に
事

前
の
案
内
も
な
く
散
布
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
JR
西

日
本
に
、
今
後
は
周
辺
住
民
の

方
に
事
前
に
通
知
を
し
て
許
諾

を
得
て
い
た
だ
く
よ
う
、
申
し

入
れ
を
し
ま
し
た
。

県
道
38
号
線

安
佐
南
区
上
安
か
ら
安
佐
動
物

公
園
に
向
か
う
県
道
38
号
線
沿

い
の
草
が
伸
び
、
ま
た
樹
木
を

伐
採
し
た
後
の
丸
太
が
そ
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
る
な
ど
危
険

な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

安
佐
南
区
役
所
に
撤
去
依
頼
を

し
て
お
り
ま
す
。

山
内
後
援
会

定
期
総
会
報
告

年
に
１
回
開
催
し
て
い
る
定
期
総
会

を
、
今
年
は
６
月
17
日
（
日
曜
日
）

に
口
田
東
集
会
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
竹
原
市
議
会
議
長
の

脇
本
茂
紀
さ
ん
か
ら
の
記
念
講
演
や

私
の
市
議
会
報
告
の
ほ
か
、
新
年
度

役
員
の
承
認
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
、

本
当
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
直
接
頂
い
た
ご
意
見

を
、
活
動
の
糧
と
励
み
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「
住
み
よ
い
広
島
を

つ
く
る
会
」
再
要
求

５
月
28
日
に
「
住
み
よ
い
広
島
を
つ

く
る
会
」
の
皆
さ
ま
と
広
島
市
に
再

要
求
を
実
施
し
ま
し
た
。
「
い
の
ち
・

く
ら
し
を
大
切
に
す
る
市
政
」
を
め

ざ
す
上
で
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る

下
記
の
課
題
に
つ
い
て
再
要
求
を
行

い
ま
し
た
。

○
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
体
制
へ
広
島
市
も
尽
力

し
て
い
く
こ
と

○
JR
・
広
電
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
生
活
交
通
確
保
の
支
援
を
進
め
る

こ
と

○
公
立
保
育
所
を
存
続
す
る
こ
と

○
高
齢
者
公
共
交
通
機
関
利
用
助
成

の
維
持
、
拡
充
を
は
か
る
こ
と
、
等


